
臓
の
野
立
、
一
八
三
〇
…
四
一
の
東
露
霜
題
，
．
ク
リ
・
、
、
ヤ
戦
争
ミ
ル
！
マ
ニ

ヤ
國
の
成
立
、
露
土
職
役
蔚
後
の
綿
過
を
歴
叙
し
、
甦
ん
で
バ
ル
カ
ン
諸
國

の
賢
蟹
、
燕
勢
力
二
二
の
近
東
政
策
、
マ
セ
ド
ニ
や
問
題
青
年
土
耳
古
煎
…
の

革
命
言
動
を
駄
醐
鯉
し
塾
引
き
奮
い
誕
k
バ
ル
臥
刀
ン
筒
明
澗
、
バ
ル
田
刀
ン
職
唱
聯
よ
り
｝

九
一
闘
i
一
六
の
最
後
の
戦
臨
に
説
き
及
ぼ
ゼ
り
、
睡
中
漫
々
に
肝
要
な
る

地
圃
ヶ
・
示
・
し
且
つ
附
録
“
ま
算
盲
及
バ
ル
カ
ン
諸
郡
國
の
霧
主
系
黒
表
及
最

近
買
年
間
に
於
け
る
土
算
古
の
版
陽
蓮
に
人
口
縮
製
表
を
暴
け
解
り
G
土
茸

古
の
國
蓬
、
バ
ル
カ
ン
購
題
の
翫
戴
秘
を
融
闘
優
ド
P
知
ら
ん
ミ
す
う
も
の
y
凧
鰯
に
’

挿
μ
甚
だ
宥
外
乱
な
呼
心
難
戦
肖
な
る
べ
・
し
ひ
　
〔
鼻
し
ふ
穂
村
」

　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
へ
　
　
せ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ギ
　
　
へ
　
　
ま
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
翻
日
本
贋
器
時
代
部
民
愚
物
巡
見
蟄
星
表
（
東
京
帝
鴎
大
墨
漿
行
）

　
我
が
闘
に
於
け
ろ
石
器
時
代
の
遣
跡
逡
物
の
獲
見
地
を
表
記
・
し
て
、
考
古

墨
7
的
研
究
に
ル
汐
大
の
頻
旗
を
鐘
ハ
へ
志
ト
ゐ
憲
調
帯
理
科
大
墨
M
入
類
學
敏
室
繍
筑
蝋
の

門，

ﾚ
本
済
器
時
代
人
畏
漁
物
接
見
地
名
表
」
ほ
、
明
治
三
十
画
年
第
三
版
を
拠

こ
イ
、
よ
り
久
し
く
改
版
塘
袖
の
事
な
か
り
亡
が
、
今
囲
柴
園
常
嘉
氏
專
ら
事

に
7
當
舅
，
魯
＋
ハ
に
補
訂
を
繍
へ
第
…
四
就
腿
を
嚢
艀
ゼ
る
は
騨
斯
界
［
軍
楽
の
羅
切
孫
を
瀧

割
る
も
の
ε
云
ふ
べ
こ
．
・
本
掌
B
ほ
贈
”
補
の
欝
め
も
紙
轍
五
百
百
ハ
に
噸
近
く
、
取
む

る
点
け
戸
〆
総
量
が
五
千
を
蓬
曽
、
第
三
版
の
三
千
一
濃
絵
に
比
で
れ
ば
共

の
婚
加
蓉
・
し
き
を
見
る
べ
謬
・
鉱
瞬
・
殊
に
儲
君
、
山
陰
滋
、
九
甲
州
等
の
、
從
來

比
較
的
秘
跡
の
少
か
り
し
に
地
労
じ
捨
て
塘
御
の
大
な
る
あ
ろ
は
研
究
上
配

意
に
値
で
る
庸
懸
り
。
編
纂
の
鴨
朝
駆
曇
ぼ
第
三
販
に
等
・
し
き
も
、
今
次
の

第
三
巻
　
㍊
介
　
鯛
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

出
版
に
際
し
て
は
、
獲
見
地
排
鋼
に
就
て
最
も
見
易
寺
畿
五
七
滋
の
順
を
採

．・

閨
A
新
に
樺
太
を
加
へ
叉
瞼
索
に
便
な
ら
・
し
む
ゲ
る
に
意
を
期
ゐ
、
叉
電
複
記

事
の
訂
正
に
注
意
し
、
前
版
に
於
σ
る
談
謬
を
訂
ぜ
る
こ
ε
の
著
し
く
認
め

ら
ろ
・
は
最
も
喜
ぶ
下
し
・
方
今
石
器
時
代
研
究
の
機
蓮
り
盛
．
ん
な
ろ
時
じ

罵
り
本
書
の
出
版
は
研
究
者
の
れ
め
好
墨
跡
を
得
れ
う
も
の
、
・
」
云
ふ
べ
し
穴
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヒ

い
望
濁
の
感
を
．
添
は
い
敏
警
鐘
博
士
の
コ
ロ
が
ソ
ク
ル
論
を
谷
頭
に
載
ず
る

こ
ざ
は
本
書
の
由
來
上
必
要
の
事
ぜ
す
る
も
、
其
の
後
．
蒼
器
誌
代
の
人
種

に
關
で
る
諸
方
面
の
研
究
着
し
く
蓬
歩
し
、
博
士
の
時
代
に
比
す
る
に
欺
界

の
面
鳳
一
漸
の
有
襟
な
れ
ば
、
之
に
關
す
る
研
號
の
糎
概
な
り
こ
も
附
載
ぜ

ら
れ
て
可
な
る
べ
く
、
熱
時
版
ま
で
追
記
に
供
で
る
嬬
の
魅
末
の
鹸
白
紙
に

薪
版
に
も
加
へ
ら
ろ
べ
か
り
し
こ
ぜ
是
な
り
。
（
債
一
、
二
〇
　
丸
善
擬
貰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卑
　
　
　
、
　
　
　
　
　
〔
江
原
∀

　
　
　
　
　
ヘ
　
マ
　
も
　
へ
も
　
へ

　
　
　
　
覇
豊
郷
郷
土
史
論
　
　
　
　
口
争
歴
吏
地
理
攣
會
編

　
大
正
五
隼
山
一
月
よ
り
同
六
年
四
月
魂
ま
で
鵡
剃
、
後
十
一
嗣
ド
鳳
覧
リ
イ
、
催
さ
れ
六

る
横
濃
地
理
歴
吏
研
究
禽
の
講
演
筆
記
に
校
訂
を
拙
へ
て
禺
版
・
し
れ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
ゆ

に
し
て
．
「
上
代
の
武
相
」
（
女
學
薄
士
喜
田
貴
窩
氏
）
、
「
鎌
倉
武
士
し
（
八
代

肺
浄
き
・
覆
北
條
氏
の
武
相
維
萱
（
　
　
　
　
る
　
タ
ヰ
お
　
の
丈
學
博
士
田
串
義
成
蟻
）
、
「
ウ
ィ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
む
　
ゆ

ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
ぜ
江
戸
場
代
勧
期
の
西
洋
交
通
」
丈
學
博
士
辻
善
之
助
致
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
む
　
の
　
む

「
来
使
ペ
サ
ー
の
渡
來
」
ハ
交
學
士
岡
蔀
麟
一
氏
）
、
「
ハ
リ
ス
の
渡
來
」
ハ
丈
學

　
づ
ゆ
　
あ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
り
　
ゆ

士
大
塚
武
松
氏
）
、
「
城
郭
の
攣
蓬
ミ
武
枳
」
（
丈
學
博
士
大
類
伸
轟
）
、
「
崎
戸

第
．
二
號

［
五
一
r
（
三
二
七
）



－
第
三
懸
　
紹
介

難
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
お
　
ゆ
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

澱
の
海
防
史
」
（
丈
學
聖
堂
非
甚
太
郡
馬
）
、
「
鎌
倉
武
士
の
學
問
修
養
」
（
鷲
尾
が

恥
　
碧
　
鋳
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O
　
O
　
8
　
0

気
勢
昏
、
門
劇
に
現
れ
曲
る
鎌
倉
武
士
」
∩
文
學
士
堀
閏
璋
左
右
氏
）
、
「
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
。
。
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿
．
　
　
　
　
　
o

公
方
ご
蜜
町
幕
府
」
（
艶
艶
士
声
遣
澱
瀦
氏
）
、
「
武
楊
の
古
美
術
」
（
丈
學
士
脳

の
　
リ
ド
ゆ
　
り
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
お
　
さ
　
き
　
　
　
ず

弾
利
吉
鄭
蝿
）
、
「
武
相
の
古
購
書
」
（
文
學
居
士
黒
厳
勝
美
銑
い
等
あ
り
り
加
ふ

・
み
に
馳
巻
岬
鎮
二
上
丁
一
穂
巣
の
爲
㎞
野
阜
ψ
¢
添
ヘ
イ
、
ホ
女
や
」
の
蓼
μ
看
に
r
資
・
し
亀
附
㎜
圓
ε

・
し
て
南
島
吏
蹟
地
矧
二
巣
を
附
苞
q
O
菊
版
五
〇
二
頁
（
仁
友
靴
品
行
、
債
、

二
〇
〇
）
〔
中
村
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
⑧
離
　
　
誌

　
　
　
　
な
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
や
　
ち
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
へ
で
　
　
ヤ
　
へ

　
　
　
鱒
我
緯
に
保
存
ゼ
ら
れ
六
る
古
代
土
重
工
丈
字
皮
墨
士
艶
本
　
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
紛
古
」
第
七
十
一
號
所
駅
）

　
北
海
鍋
墨
弾
手
嘗
の
洞
穴
内
の
岩
石
に
見
ろ
単
字
襟
の
彫
刻
に
就
ゼ
て
は

大
正
二
年
、
烏
居
落
盤
武
が
、
畏
れ
を
以
て
古
墨
版
単
字
に
・
し
て
、
共
販
語

は
ソ
ン
グ
！
ス
藷
な
ろ
べ
し
ミ
逃
べ
し
こ
ミ
あ
り
・
し
が
、
碧
者
は
露
西
亜
の

ラ
ド
罰
7
氏
の
「
叢
・
古
に
於
け
ろ
古
代
土
茸
共
丈
存
」
の
碧
を
謹
み
、
戯
ハ
丈

字
が
乎
営
の
彫
刻
ミ
類
獅
す
る
夕
見
る
に
及
ん
で
、
途
に
是
難
の
比
較
研
饗

を
企
て
、
手
順
彫
刻
に
古
代
土
算
共
丈
字
に
・
し
て
其
文
字
の
殺
る
も
の
は
之

れ
を
横
に
書
σ
う
も
の
も
あ
り
ミ
興
．
牢
し
、
更
に
賦
ハ
言
語
に
於
て
は
北
海
這

の
斜
岸
に
尊
覧
し
ト
ン
ダ
ー
ス
人
の
言
語
な
ろ
。
へ
し
ご
推
測
こ
て
、
拗
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
へ

一，

O
ル
ー
ペ
碧
ゴ
ル
デ
語
集
」
ド
求
め
．
手
宮
の
丈
傾
聴
睡
刻
を
、
蕊
・
み
る
じ

第
二
號

一
五
二
　
（
三
二
八
）

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

大
海
。
圖
ふ
。
入
ろ
い
の
語
獄
り
熱
量
讃
C
、
全
文
の
意
は
「
…
…
我
は
部

も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
へ
　
ち
　
へ
も
の
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
ゆ
　
も
　
ヘ
へ

下
を
摩
る
、
大
海
を
渡
り
…
．
…
圏
ひ
・
：
－
此
洞
穴
に
入
つ
れ
…
…
」
な
ち
ん

ミ
指
定
ぜ
り
の
此
言
語
ぼ
満
洲
証
…
ε
オ
ロ
ソ
コ
語
“
」
の
中
興
に
位
し
、
東
ト

ン
ダ
ー
ス
語
に
議
す
る
も
の
に
し
て
、
此
世
心
蘇
塁
地
力
の
往
畏
の
書
語
な
る
ベ

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
か
　
　
へ

く
、
著
者
口
陰
れ
を
蛛
三
悪
ミ
名
け
、
営
営
彫
刻
は
，
さ
き
の
意
味
を
古
代

土
耳
北
ハ
丈
脚
ぐ
を
以
て
二
戸
り
る
糠
側
端
翫
…
の
’
丈
章
・
な
り
ぐ
」
蛍
ロ
へ
り
q
〔
西
［
閏
〕

　
　
　
齢
か
鞭
旧
い
蜘
℃
⑳
瀞
殆
　
　
，
　
　
　
八
代
國
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吏
學
雑
誌
第
二
十
九
編
第
一
號
唐
載
）

　
丈
永
弘
安
の
役
に
囎
し
て
新
に
世
に
出
で
れ
る
勘
仲
記
原
本
。
弘
安
四
年

口
罰
抄
，
無
二
御
所
丈
害
等
の
吏
斜
に
塞
き
研
究
し
れ
る
も
の
な
り
．
，
共
中

丈
配
役
に
撰
し
て
に
典
単
襲
を
＋
刃
＋
三
日
蔭
り
・
・
…
、
大
友
頼
泰
の
郡
下

が
賊
徒
五
＋
蝕
人
を
捕
虜
こ
し
、
之
を
具
し
て
上
洛
ぜ
リ
ミ
の
新
事
蟹
を
蓮
．

べ
、
幕
府
の
異
國
征
伐
に
つ
い
て
は
鎭
西
、
中
園
の
武
士
の
外
、
大
職
國
の

毒
心
・
國
畏
ご
を
巨
魚
己
て
頗
る
大
規
穫
に
企
て
ら
れ
負
り
“
、
推
し
、
弘
安
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

役
ド
つ
い
て
は
賊
船
ほ
五
月
骨
二
“
劃
馬
壼
岐
を
鍵
略
し
廼
ん
で
博
多
澹
岸

に
迫
り
む
が
、
同
時
に
胴
隊
ミ
鳩
て
多
鍛
の
船
綴
を
剰
り
て
長
門
浩
岸
を
攻

．
…
滋
；
し
晶
μ
り
・
し
事
、
　
山
景
月
巾
－
旬
ド
至
り
再
び
一
州
の
至
心
影
写
バ
尚
島
に
．
來
着
し
む
　
冨
～

に
博
多
を
侵
鷲
・
し
事
等
を
蓮
べ
蜘
、
捕
虜
の
徳
泄
、
戦
鰯
の
中
心
地
に
論
及

し
、
斑
に
身
を
以
て
食
逃
に
代
ら
ん
こ
ぜ
を
伊
勢
憩
宮
レ
斯
忙
し
給
ひ
亡
に


